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研究の目的、PRポイント
人材不足が深刻化している中、新たな人材の確保する
方法を思案した末、もし利用者が働いてくれたとした
らという発想から、具体的にこの様に制度を変えて
いけば実現できるのではないかという考察を行った。

取り組んだ課題
新たな働き手として施設利用者に手伝ってもらった
らどうかという発想から、実際に実現するにあたっ
ての問題点とそれに対してどのような制度や体制が
必要なのかを考察した。

具体的な取り組み
制度的な問題は保留し、常識にとらわれず自由な発
想で出てきたアイデアについて真剣に考察した。
施設利用者を働き手として考えるうえで、適切な人
材像や役割、費用について具体的に計算し可能かど
うかを検討した。

活動の成果と評価
人材不足に関しては年々深刻な状況にあり、働き手
をどこから確保していくのかが大きな課題となって
いる。今回は非現実的な発想を真剣に考えることで
条件がそろえば実現できるのではないかというとこ
ろまで考えることができた。

今後の課題
今後の人口の動向や社会的な環境から介護業界では
慢性的な人材不足に陥り、他業種との人材確保のため
の競争にも決定的に有意な状況とはならない為、業
務の IT 化や新たな人材の開拓が絶対的に必要となっ
てくる。
その中で元気なお年寄りに力をお借りし現在働いて
いる職員の業務負担を軽減することが重要となって
くる。
介護保険が施行される前には入居されている元気な
お年寄りが他の入居者に対していろいろと世話や相
談相手になっている姿がよく見られていたが、現行
の介護度 3 以上でないと特養入居ができなくなって

からは、その姿は見られず医療依存度が高くなりよ
り介護の困難な入居者が増え、介護従事者の負担が
一層ましたように感じる。
もちろん介護のプロフェッショナルとしての能力向
上と専門的な知識、根拠に基づいた介護等必要不可
欠となるが数的な不足に関しては個々の能力では補
いきれない状況にある。
今回新たな方法の一案として入居者の力を借りるこ
とができたらどうなのかということを考察してみた
が、改めてたくさんの人の手が必要な中で、施設の
中の「共助」というキーワードについて真剣に考え
ていきたい。
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今回の発表施設
またはサービス
の概要

特別養護老人ホーム青根苑は 40 床の従来型と 80 床のユニット型の混在している施設です。
特別養護老人ホーム中の郷は特養従来型、ユニット型のほかにグループホーム、デイサービ
ス、居宅、地域包括などの複合型の施設になります。




